
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
「引き出す力」グループをデザインしよう！ 

～頭を柔らかく、プラス思考に～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記/東北カッター(株) 専務取締役 髙橋 辰佳 氏 
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（2021/6/22  参加 20 名） 

★☆★ 感想文 ☆★☆  

報告者である(有)ローズリー資源の田中社長が

他県の例会に参加されたときに使われていたとい

う『グループ討論シート』というものを用いて、グ

ループ討論でお互いの力を引き出すトレーニング

のような形で行いました。青森同友会では前例の

ないグループ討論の進め方に初めは戸惑いもあり

ましたがテーマに沿ってグループメンバーの考え

方や発想を語っていただきました。『あなたの会社

の強みはなんですか？』というテーマから以下の

３つの質問について討論しました。 

①あなたの会社は地域に必要とされていますか 

②会社は誰のものですか 

③会社が発展していくためには何が必要ですか 

この 3 つの質問にメンバーからは、①には「自社

がなければお客様が困ると思う」や、②には「創業 

◆報告者◆ 

(有)ローズリー資源  

代表取締役 

田中 桂子氏 (青森市) 

 

者や社員のもの」という考えが出たほか、他のグル

ープからは「地域の方々やお客様」という考えも出

ていました。私のグループでは③の質問に多くの

考えが出され、集約すると『人、モノ、金、情報』

というキーワードができ、みんなが納得できる討

論となりました。最後に討論のなかから出たまと

めとして人と人とのつながり(縁)が大切であり、困

ったときに少しでも助けてくれる仲間づくりが必

要だという考えに至りました。 

このような形での例会は初めてでしたが、新た

な試みの中で色々な角度から自社の存在意義とい

うものを改めて考えることができました。そして

例会に参加することで心の整理ができ、さらに良

い経営者を目指していきたいと思います。 



 
 
 

SDGs１DAYワークショップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りごはんで 
地域と共に  
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記／(社福)恵徳会 けやき寮 園長 鈴木 久美子 氏 

 

◆報告者◆ 

もやハイツ (青森市) 

北村 田鶴子 氏 

（2021/6/30  参加 21 名） 

記／高橋電気工業(株) 竹内 咲子 氏 

 

◆講師◆ 

SDGs ゲーム 

公認ファシリテーター 

(岩手県中小企業家同友会 事務局長)  

菊田 哲 氏 

  （2021/6/26  参加 23 名） 

★☆★ 感想文 ☆★☆  

カードゲーム「2030SDGs」を体験して 

SDGs「持続可能な開発目標」という言葉を見聞

きすることが多くなってきたものの「どういうこ

と？」と問われると回答できずにいました。今回の

講義はとても興味深く思い、参加しました。 

SDGsは２０１５年の国連サミットで採択され、

２０１６～２０３０年の間で達成するために掲げ

た目標で１７の大きな目標と、達成するために必要

な１６９のターゲットで構成されています。これら

を理解する方法として、今回はカードゲームの

「2030SDGs」を体験しました。お金と時間の売

買によって自分自身の行動が経済、環境、社会にど

のような影響をもたらすのか、最終的には、全体で

達成する目標が見える化されていたため自分自身

のとるべき行動が見えてくる。進めていくうちに夢

中になってしまうものでした。今、コロナ禍で社会

が変化している中、いかなる変化にも対応できるよ

う一つでも SDGs に取り組み、生き方や考え方を

見直さなければならない、と思わせられるきっかけ

となりました。 

★☆★ 感想文 ☆★☆  

今回、もやハイツ北村さんの報告を聞いて、

一番印象に残った言葉が「世の中変わってき

ている、変わらないのは自分」「決めたことを

やり通す」でした。 

簡単なことのようで難しく、そのことに気

づくだけではなく、行動に移す行動力。その

他に、質問・感想の中で一番多かった決断力

は、素直で無欲な北村さんだからこそできる

判断なのだろうと思いました。 

また、入居している学生さんの食べたい物

をリクエストで作るという方式も、コスト・

手間等を考えると不利になることでも、でき

る限り作ってあげたいという北村さんの思い

やりを感じました。それが、学生さんが卒業

した後感謝に変わり、北村さんの自信に繋が

るのだと思いました。 

やり通すことは大変ですが、努力と工夫で

乗り切っていけるように、と心から応援して

います。 



 

 

激動する業界をどう生き残るか 
～脱・化石燃料の中で 

創業 100年を目指す、次の一手～  
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◆報告者◆ 

ササキ石油販売(株) 代表取締役専務 

(株) 想 い 工 房 代表取締役 

   佐々木 佳弘 氏 (十和田市) 
（2021/7/13  参加 31 名） 

記／(有)小田桐石材 企画室室長 小田桐 亮 氏 

 

★☆★ 感想文 ☆★☆  

今回、初めて参加し各業界、各分野の現状・

課題等を知る良い機会となりました。佐々木氏

の報告から考えさせられた事として中小企業は

少人数である利点から意思疎通を言葉だけで交

わすことで完了してしまうことも稀にあり、言

葉だけでは物事の意図するところが伝わりきれ

ないことがありえます。事業を継続していく以

上、社員教育もまた継続して行っていかなけれ

ばならず、会社の経営理念、経営指針などを理

解してもらうこと、目標を明確化して社員と共

に達成していくために相互理解できるよう可視

化することが必要だと理解しました。 

自社としても、経営理念、経営方針、事務分

掌、業務フローなどを可視化、明文化するとと

もに社員が働きやすく、この会社で働いて良か

ったといえる組織、環境づくりを目標に進めて

いきたいと考えました。今回の報告を聴けたこ

とは大変よい機会でした。 

第６分科会 (株)ケアコンシェルジュ 

江上 幸江氏の報告 

記/(株)オージーコーポレーション 

代表取締役 小笠原 貞子 氏 

 

同社の事業内容は介護用品・福祉用品・住

宅改修手すり・トイレの改修等を手掛けてい

ます。江上さんは自分の勤めを辞めて父親の

会社にパート入社しましたが、社員は好き勝

手に仕事をして会社が倒産危機に。会社更生

法の和議成立、３億円あった借金の１億円を

返済、残りを年１千万円ずつ１０年で返した

そうです。その後、江上さんは退職を決意し

て父親と決別し、その後自分は人を大事にす

る経営がしたい、社員とお客様を大事にする

会社にしたいと考え、同友会へ入会。学びは

ＴＴＰを徹底的にした。指針書は同友会にて

一人で創ったそうです。 

その後組織改革の失敗などで自分は既成

概念が見えなくて失敗したり、改めて社員と

指針を創り、会社を２つ作って組織改革しま

したが、社員が辞めた 

りしたそうです。何回 

か既成概念による失敗 

をして、何度もチャレ 

ンジしたお話でした。 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月理事会報告   於：事務局 2021.7.7(水) 

１）年度方針の確認 

●青森同友会２０２1年度重点活動方針案 

●青森同友会 3カ年ビジョン（2020～2022） 

２）報告事項 

●青森同友会の各種全県事業と全国行事について 

●第 18期「経営指針を創る会」運営状況について 

●会合参加費の一部自動引き落とし化について 

●全県委員長会議について 

●支部長会議について 

３）審議事項 

●広告物の郵送封入について 

●青森同友会青年部組織の立ち上げについて 

●支部長会議からの上程事項について 

●秋の経営研究集会について 

●全国行事の誘致について 

●ＳＮＳの利活用について 

●年度会勢目標に向けての取り組みについて 

●各支部、委員会からの報告 

入退会 会員数 386名／入会 0社 退会 2社 

【次回開催日】２０２１年 8月 4日(水)13:00～/事務局会議室 
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 記/(有)岩木建設 専務取締役 岩木 節子 氏 

日本国憲法に男女平等憲法がうたわれ、ジ

ェンダーギャップ指数が１５３カ国中１２１

位と世界基準から見た性別による格差の大き

さには驚きました。政策の決定過程への女性

参画率の低さ、育児・家事参画する男性割合

の低さはなぜ起こるのでしょうか。 

同友会では労使見解があり、発表された時

代から４５年が経ち当時の日本とは大きく変

化しています。男だから女だからと言う固定

観念は個性と能力を活かしているか等改めて

考えさせられてしまいます。男女平等と言う

言葉を普通に耳にする今日ですが、女全交に

参加し、自分の意識が固定観念に囚われてい

ると気づき、自分への苛立ちを感じました。

年代別の価値観・人間尊重・男女平等・SDGs

を擦り合せた時にこれからの未来に必要なこ

とが出てきそうな気がしました。 

愛知同友会の細かな配慮は事前資料からも

感じられるとても素晴らしい交流会でした。

丸一日の zoom参加は気迫に溢れ沢山の気づ

きを頂きました。ありがとうございます。 

した。特にグループ討論では全国から集まってい

るだけあって皆さまの視野が広く、自社の課題を

的確に捉え、既に課題解決に向けてしなやかに実

践と軌道修正をされており、活発な意見が飛び交

い話題が尽きませんでした。困難な状況下でも前

向きに頑張っている全国の仲間と意見交換を交

わす事でとても良い刺激を受けました。今日の学

びと、頂いた英気を、日々の自社経営に活かして

いきたいと思います。 

記/(有)みぞぐち布団店 代表取締役 溝口 奈美子 氏 

初めての女全交基調講演では SDGｓ・持続

可能な開発目標が目指す、１７の目標は 1つ

ひとつが独立した目標ではなく、全てが繋が

っているという事を改めて理解しました。ま

た、そのボトムには人権尊重が無ければなら

ず、誰一人取り残さない幸せの見える社会作

りに向け、日々変わっていく世の中の変化に、

労使見解を今一度現代に照らし合わせて読み

解き、どのように明日からの自社で実践して

いくべきなのか、考えさせられました。ホス

ト側の皆様の細やかなサポートと進行で、オ

ンライン開催とは思えない程有意義な一日で 


